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夢二とファッション
堀 修
竹久夢二(1884-1934)は,新聞 ・雑誌
の挿絵画家として美術界に登場 した明治38
年(1905)から昭和初期にかけて,彼独特
の主観主義的芸術観に基づく個性的様式を
創出し,日本近代美術史上においてもひと
きわ異彩を放っている。その夢二は,日本
近代美術史上では長らく傍流的存在にすぎ
なかったのであるが,昭和四十年代になっ
て再評価が試みられ,様々な観点から夢二
の研究がなされるに至っている。その夢二
は,日本画,水彩画,油彩画,版画,デザ
イン等の美術分野のほか小説,詩などもこ
なし,実に幅広いジャンルにわたって多彩
で特異な芸術的活動を展開していったので
あるが,そ れらの作品は日本近代ファッ
ションとも深い関わりをもっていることに
気付 く。夢二の活躍した時期が,特に日本
近代婦人服飾史上においては洋装力沛 民服
装としてはじめて登場する画期的時期に相
当し,また夢二が正真の風俗画家としても
評価されていることを考えると,夢二画に
示された服飾表現は時代の証言として重要
な意味を担ってくるように思われる。夢二
と服飾の関わりについては近代服飾史研究
でも取 り上げられてはいるが,夢二の」部
の作品あるいは特定の時期に限定された考
察にとどまっており,全般的な考察はまだ
十分になされていないのが現状である。そ
こで本論では,夢二画に広 くあたり,彼の
服飾観を示しながら,夢二が近代婦人服飾
の様相を時代の証言者あるいは目撃者 とし
てどのように捉えていったかを考察した。
一般に美人画家や風俗画家は,女性のキ
モノや服飾には深い関心を示すものである
が,夢二の場合もその例外ではなく,彼も
また服飾に関心を寄せまた深い造詣をも示
したことを彼の著述を通して知ることがで
きる。彼の画業の中心をなす 「夢二式美人
画」にみる服飾表現は和装を主体とし,そ
のキモノの文様は,前期には夢二独特の犬
柄で単純な草花文様等もみかけられるが,
概して無地,縞柄あるいは小紋といった地
味なもので表されるのを特色とし,本格的
な風俗画家たちがキモノを技巧的に細かに
描写する仕方とは対照をなす。それは,夢
二がキモノの文様そのものよりも装いの美
に眼を向け,無地等をその最善の文様とす
る彼のキモノ観に基づ くものであったこと
が知られる。
夢二の描く女性が 「夢二式美人」あるい
は 「夢二式の女」と称せられ,その 「夢二
式」が近代感覚盗れたニュースタイルとし
て当時の若い女性のファッションに影響を
与えたことは近代服飾史上においても特筆
されてよい。甘美で詩情溢れる情趣に満た
された夢二画には,リボン,ショール,パ
ラソル,靴などの洋品や束髪(庇髪)と呼
ばれた洋風髪型,さらには斬新でハイカラ
な趣味等がいずれも新鮮でみずみずしい筆
致で示されていった。これが,当時の若い
世代の女性達に新鮮な感動を呼び起こし,
支持を拡げていくようになると,絵画の世
界の中にのみにとどまることなく,現実の
生活場面に登場 し,「夢二式」が新たな女
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性美の代名詞となり,夢二画の女を模倣し
たファッションが現れるようになったので
ある。夢二画が一つのファッションを生み
出したことは意義深いものがある。それと
ともに,大正3年(1914)の趣味の店 「港
屋」では夢二自ら意匠した半襟や帯などを
扱ったほか,大正後期には浴衣のデザイン
も手掛けたことも忘れてはならない。この
「港屋」は大正12年の 「どんたく図案社」
ならびに昭和6年(1931)の「榛名山美術
研究所」とともに,夢二の生活美術に対す
る意欲を示すものとして大きな意味をもつ。
一方,夢二は,関東大震災前後の女性
ファッションの変化を見抜き,婦人雑誌な
どにその新しき装いについての所感を披瀝
していることは殊に注目される。大正10年
(1921)に夢二は,明治 ・大正にわたって
日本の女性が 「白菊がダリアに変形した」
と語っているが,震 災後の大正13年には
「私達が街上で見かける若い娘から特殊に
感 じるものは,健康と理智一 どうかする
と肉體 と機智だけしか見えない。さう言え
ば一體に實感的(肉感的ではない)に,或
は感覚的になったとも言っても好いかしら,
ある時代の殉情的なサンチマンなどは,男
の側か らも喜ばれなくなったのでせう」
(「今昔ベタア・ハアフ私儀」婦人公論IX-
3)と述べ,若い女性の装いに,価値観の
変化に伴って,日本の伝統的文化に育まれ
た美的情趣が過去のものとなりつつあり,
かの 「ほの見ゆる美 しさ」や抒情性が消え,
後退してしまったことを惜 しむのであるが,
その一方で若い女性たちの装いに新時代の
感覚を見出すのであった。震災を境に,夢
二画においても洋装表現が女優,職業婦人,
外国人など特定の女性から一般女性へと移
行 し,洋装化の普及の様子 をうかがわせ る。
その洋装は,欧 米のファッション ・イラス
トレーションの影響 も指摘 できるが,震 災
後に描かれたワンピース形式の ドレスまた
はセーターあるいはブラウスとスカー トの
二部形式の装いは,い ずれ もスカー ト丈が
震災前よ りも短 くな り,当 時のファッショ
ンの様子 を伝えていることろに特色がみ ら
れる。また洋装で はないが,震 災後の夢二
画で もう一つ注目 してよいものに断髪和装
の女性が登場 していることである。 この場
合,夢 二が 「夏の街をぬ く心」(婦人画報
239)で述べている とお り,帯 を胸高 に締
める新 しいスタイルで描いている。それら
は,洋 装と同様,震 災後の新 しい風俗 に敏
感に反応 した もの となっていることは注 目
される。
以上,夢 二画にみられる服飾表現 につい
て和装,洋 装の両面か らの考察を試み,夢
二の服飾表現が日本近代服飾史の歩みとほ
ぼ同じ歩調 をとって展開されてお り,夢二
が当時の風俗,世 相,さ らには新 しい装い
に対 して敏感 に反応 し,か つ風俗画家とし
てそれ らを的確 に捉え表現 していったこと
を知 ることがで きた。それは,'日本近代服
飾史の研究において も文献資料では得 られ
ない重要な情報を もた らすものであ り,日
本近代の洋装化の只中に身をおき,夢 二 と
いう一人の人間の眼が捉 えた服飾的世界は
大きな意味 をもつ もの といえよう。
(ほり・おさむ 京都女子大学)
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